








































年 6 月末から 7 月初めにかけて行った全国意識




















一番多いのが 30 代 34 人（33.0％）、次いで 40
代 30 人（29.1 ％）、3 番 目 以 降 が 50 代 15 人
（14.6％）、20 代 14 人（13.6％）、60 代以上 10
人（9.7％）となっており、25 才未満の若い世
宇都宮市民のフェアトレードに対する意識調査























中学校卒業， 4  (3.9%)





短期大学卒業， 14  
(13.6%)






いのが 300 万円～ 500 万円未満 23 人（22.3％）、
次に 500 万円～ 750 万円未満 21 人（20.4％）、
以 下 200 万 円 未 満 19 人（18.4 ％）、750 万 円
～ 1000 万円未満 18 人（17.5％）、1000 万円～
1500 万円未満 12 人（11.7％）、200 万円～ 300
万円未満 7 人（6.8％）、1500 万円～ 2000 万円
未満 2 人（1.9％）、2000 万円以上 1 人（1.0％）
と順になっている。本回答者の場合、300 万円




200万円未満， 19  
(18.4%)
200万円～
300万円未満， 7  (6.8%)
300万円～
500万円未満， 23  (22.3%)500万円～







2000万円未満， 2  (1.9%)










12才未満， 0  (0.0%) 12才～19才， 0  (0.0%)
20才～24才， 4  (3.9%)
25才～29才， 10  (9.7%)
30才～34才， 15  (14.6%)
35才～39才， 19  (18.4%)
40才～44才， 13  
(12.6%)
45才～49才， 17  (16.5%)
50才～54才， 8  (7.8%)
55才～59才， 7  (6.8%)
60才以上， 10  (9.7%)
図2　職業
公務員， 4  (3.9%)
経営者・役員， 1  (1.0%)
会社員(事務系)， 10  
(9.7%)
会社員(技術系)， 18  
(17.5%)
会社員(その他)， 6  (5.8%)  
自営業， 6  (5.8%)
自由業， 0  (0.0%)
専業主婦(主夫)， 30  
(29.1%)
パート・アルバイト， 17  
(16.5%)
学生， 1  (1.0%)
その他， 1  (1.0%)
無職， 9  (8.7%)
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フェアトレードの知名度（単一回答） 人 ％ 
1 知らない 48 46.6  
2 言葉は見聞きしたことはあるが、内容までは知らない 34 33.0  
3 見聞きしたことがあり、内容も多少は知っている 19 18.4  
4 見聞きしたことがあり、内容もよく知っている 2 1.9  
 知名度（2～4の合計） 55 53.4 









7 つの選択肢の中で、貧困 28 人（50.9％）が










者 31 人に尋ねて回答を得た。表 3 の通り、17
の選択肢の中で、テレビ 9 人（29.0％）が最も









ら回答を得た。表 4 の通り、1 年～ 3 年未満が
32.3％（10 人）と多く、続いて 3 年～ 5 年未満











1 株式 14 25.4  
2 金融 9 16.4  
3 貧困 28 50.9  
4 環境 3 5.5  
5 医療 0 0.0  
6 メディア 0 0.0  
7 スポーツ 1 1.8  
 認知率（3＋4） 31 ※30.1 
   全体 55 100.0  
※この％は、調査対象者全体（103人）に占める割合 
表3　フェアトレードを知るきっかけ
フェアトレードを知るきっかけ（単一回答） 人 ％ 
1 新聞 2 6.5  
2 テレビ 9 29.0  
3 ラジオ 1 3.2  
4 雑誌 2 6.5  
5 パソコンのインターネットサイト 1 3.2  
6 携帯のインターネットサイト 1 3.2  
7 ブログ 0 0.0  
8 SNS（ツイッター、フェイスブック、ミクシーなど） 0 0.0  
9 メルマガ／メーリングリスト 0 0.0  
10 通販カタログ 3 9.7  
11 店頭 8 25.8  
12 本 0 0.0  
13 授業／講義 1 3.2  
14 セミナー／イベント等 1 3.2  
15 友人／知人／同僚 0 0.0  
16 家族 0 0.0  
17 その他 2 6.5  





1 1年未満 3 9.7 
2 1年～3年未満 10 32.3 
3 3年～5年未満 8 25.8 
4 5年～10年未満 5 16.1 
5 10年～15年未満 3 9.7 
6 15年～20年未満 2 6.5 
7 20年以上 0 0.0 









































動が始まったのは約 10 年前で、2011 年に熊本
市が日本最初のフェアトレードタウンに認定














フェアトレードに関する行動（複数回答） 人 ％ 
1 フェアトレードについて本やインターネットなどで調べた 4  12.5  




1  3.1  
4 フェアトレード製品／産品を購入した 5  15.6  
5 フェアトレードに関わる団体に寄付をした 0  0.0  
6 フェアトレードに関わる団体やイベント等でボランティアをした 0  0.0  





0  0.0  
9 その他 0  0.0  
10 特別に行動したことはない 22  68.8  
全体 32  100.0  
表6　フェアトレードを広める方法
フェアトレードを広める方法（複数回答） 人 ％ 
1 一般の市民／消費者向けの啓発活動に力を入れる 13  19.4  








3  4.5  
5 企業に対してフェアトレードを行うよう働きかける 14  20.9  
6 政府や自治体にフェアトレードを支持・支援するよう働きかける 7  10.4  
7 フェアトレード製品／産品をもっと魅力的なものにする 12  17.9  
8 その他 0  0.0  
  全体 67  100.0  
表7　フェアトレードタウン運動の知名度
フェアトレードタウン運動の知名度（単一回答） 人 ％ 
1 知らない 89 86.4  
2 言葉は見聞きしたことはあるが、内容までは知らない 12 11.7  
3 見聞きしたことがあり、内容も多少は知っている 2 1.9  
4 見聞きしたことがあり、内容もよく知っている 0 0.0  
 知名度（2＋3＋4） 14 13.6 

























回答を得た。その結果、表 9 の通り、13 の選
択肢の中で 1 位にした回答者は、途上国の生産
者や労働者の収入が増える 38.7.0％、世界の貿


























フェアトレードへの政府や地方自治体の関わり方（複数回答） 人 ％ 
1 政府や地方自治体がフェアトレードに関わる必要はない 3  5.4  
2 フェアトレードを普及させるための広報を行う 12  21.4  
3 フェアトレードについてのイベントを後援したり、共催したりする 12  21.4  
4 フェアトレードの製品を積極的に購入するかたちで後押しする 13  23.2  
5 フェアトレードを学校教育の中に取り入れる 14  25.0  
6 フェアトレードを普及させるための政策や法律／条例を策定する 2  3.6  
7 その他 0  0.0  
  全体 56  100.0  
表9　フェアトレードの効果
フェアトレードの効果（単一回答） 
１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 
1 効果を上げていない 5 16.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0  0 0.0 








2 6.5 6 23.1 4 17.4 5 21.7  1 4.5 




0 0.0 0 0.0 3 13.0 2 8.7  3 13.6 

















0 0.0 0 0.0 2 8.7 1 4.3  1 4.5 
12 世界の貿易が公正なものに変わる 4 12.9 1 3.8 0 0.0 2 8.7  2 9.1 
13 その他の効果 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  0 0.0 
  無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  0 0.0 
   全体 31 100.0 26 100.0 23 100.0 23 100.0  22 100.0 
表10　フェアトレード製品の購入経験
フェアトレード製品の購入経験（単一回答） 人 ％ 
購入経験
がない 
1 見たことも、買ったこともない 6  19.4  
2 見たことはあるが、買ったことはない（もらったこともない） 12  38.7  
3 買ったことはないが、もらったことはある 2  6.5  
 計 20 64.6 
購入経験
がある 
4 1回だけ試しに買ったことがある 7  22.6  
5 年に1回の割合で買っている 2  6.5  
6 半年に1回の割合で買っている 1  3.2  
7 3か月に1回の割合で買っている 1  3.2  
8 月に1回の割合で買っている 0  0.0  
9 月に2～3回の割合で買っている 0  0.0  
10 毎週買っている 0  0.0  
11 その他 0  0.0  
 計 11 35.5 

















10 でフェアトレード製品 / 産品を購入経験
のある 11 人にどのようなフェアトレード製
品 / 産品を購入したのか、複数回答を得た。










10 でフェアトレード製品 / 産品を購入経験の
ある 11 人にどのような場所でフェアトレード
製品 / 産品を購入したのかを尋ね、複数回答を
















フェアトレード製品／産品を購入した理由（複数回答） 人 ％ 
1 製品ないし産品そのものが魅力的だったから 6 24.0  
2 自分の好きなメーカー／ブランドのものだったから 0 0.0  
3 自分がよく行く店に置かれていたから 3 12.0  
4 価格が手ごろだったから 3 12.0  
5 贈り物にしたいと思ったから 1 4.0  
6 店員に薦められたから 0 0.0  
7 友人／知人や家族から薦められたから 0 0.0  
8 メディアに取り上げられていたから 1 4.0  
9 貧困の削減など国際協力に役立つと思ったから 4 16.0  
10 生産者や労働者の権利を守ることにつながると思ったから 3 12.0  
11 児童労働をなくすことにつながると思ったから 3 12.0  
12 環境の保護に役立つと思ったから 1 4.0  
13 自分の健康に良いと思ったから 0 0.0  
14 自分が幸せな気持ちになれるから 0 0.0  
15 その他 0 0.0  





1 コーヒ  ー 4 26.7  
2 紅茶／ハーブティ  ー 2 13.3  
3 ジュース 0 0.0  
4 ワイン 0 0.0  
5 チョコレート 4 26.7  
6 クッキー／菓子 0 0.0  
7 バナナ 0 0.0  
8 ドライフルーツ 1 6.7  
9 カレー／香辛料 0 0.0  
10 衣類 0 0.0  
11 服飾雑貨／アクセサリ  ー 1 6.7  
12 手工芸品 1 6.7  
13 雑貨（キッチン用品、バス用品、カードなど） 0 0.0  
14 化粧品 2 13.3  
15 その他 0 0.0  




10 でフェアトレード製品 / 産品を購入した
ことのある 11 人にどのようなフェアトレード
製品 / 産品を 1 年間の平均購入額を単一回答で
尋ねたところ、表 14 の通りの結果になった。
8 の選択肢の中で最も多かったのは、500 円～
1000 円未満の 4 人（36.4％）で、次に 500 円未
満の 3 人（27.3％）、3 番目に 1000 円～ 2000 円
未満の 2 人（18.2％）が続き、4 番目に 2000 円
～ 3000 円未満と 5000 円～ 1 万円未満が同数の
１人（9.1％）であった。フェアトレード製品 /
産品を購入したことのある 11 人の購入者のう









1 500円未満 3 27.3 
2 500円～1000円未満 4 36.4 
3 1000円～2000円未満 2 18.2 
4 2000円～3000円未満 1 9.1 
5 3000円～5000円未満 0 0.0 
6 5000円～1万円未満 1 9.1 
7 1万円～2万円未満 0 0.0 
8 2万円以上 0 0.0 
   全体 11 100.0 
15．フェアトレード製品／産品を購入しない
理由
10 でフェアトレード製品 / 産品を購入したこ




















フェアトレード製品／産品を購入しない理由（複数回答） 人 ％ 
1 フェアトレードのことをよく知らないから 5  13.9  
2 どれがフェアトレード製品／産品なのか区別がつかないから 6  16.7  
3 どこでフェアトレード製品／産品を売っているのか分からないから 6  16.7  
4 フェアトレード製品／産品を売っている店が近くにないから 8  22.2  
5 フェアトレード製品／産品が魅力的でないから 2  5.6  
6 値段が高いから 6  16.7  
7 品質に不安があるから 0  0.0  
8 本当に国際貢献になるのかどうか分からないから 2  5.6  
9 フェアトレードそのものに賛同できないから 0  0.0  
10 その他 1  2.8  
全体 36  100.0  
16．フェアトレード製品／産品を購入する場
合同等品との価格差
10 でフェアトレード製品 / 産品を購入したこ
とのない 20 人に単一回答でその理由を尋ね、
表 16 の通り回答を得た。7 の選択肢の中で、
最も多かったのは同価格なら買おうと思う 13
人（65.0 ％）、 以 下 10 ％ 以 内 4 人（20.0 ％）、
20％以内 2 人、30％以内 1 人（5.0％）となっ
ている。フェアトレード製品／産品を購入した
表13　フェアトレード製品／産品を購入した場所
フェアトレード製品／産品を購入した場所（複数回答） 人 ％ 
1 フェアトレード・ショップ 1  7.7  
2 有機（オーガニック）食品／製品店 0  0.0  
3 自然食品／製品店 0  0.0  
4 健康食品／製品店 0  0.0  
5 エスニック・ショップ（アジア雑貨品店など） 0  0.0  
6 スーパ  ー 1  7.7  
7 コンビニ 0  0.0  
8 デパート 2  15.4  
9 生協 2  15.4  
10 その他の商店 1  7.7  
11 カフェ／レストラン等（そこでの飲食を含む） 1  7.7  
12 勤務先の売店・食堂・カフェテリア等（そこでの飲食を含む） 0  0.0  
13 学校／大学 0  0.0  
14 イベント会場 2  15.4  
15 インターネット通販 1  7.7  
16 カタログ通販 1  7.7  
17 自動販売機 0  0.0  
18 その他 1  7.7  
















1 同価格なら買おうと思う 13 65.0 
2 10％以内なら買おうと思う 4 20.0 
3 20％以内なら買おうと思う 2 10.0 
4 30％以内なら買おうと思う 1 5.0 
5 50％以内なら買おうと思う 0 0.0 
6 2倍以内なら買おうと思う 0 0.0 
7 その他 0 0.0 









表 17 の通り回答を得た。11 の選択肢の中で 1
位にした回答者は、価格 45 人（43.7％）、品質
39 人（37.9％）、デザイン 11 人（10.7％）、メー









１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
1 価格 45 43.7 29 28.2 13 12.6 12 11.7  3 2.9 
2 品質 39 37.9 34 33.0 16 15.5 6 5.8  3 2.9 
3 デザイン 11 10.7 19 18.4 27 26.2 14 13.6  12 11.7 
4 メーカー／ブランド 5 4.9 8 7.8 24 23.3 29 28.2  14 13.6 




0 0.0 5 4.9 7 6.8 7 6.8  26 25.2 
7 国産であること 2 1.9 6 5.8 8 7.8 12 11.7  22 21.4 
8 地元産であること 1 1.0 0 0.0 3 2.9 5 4.9  2 1.9 




0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.0  2 1.9 
11 その他 0 0.0 1 1.0 0 0.0 1 1.0  0 0.0 









製品 / 産品 52 人（22.7％）で、次いで健康に良
い製品 / 産品 41 人（17.9％）、以下地元（地場）
の製品 / 産品 32 人（14.0％）、自然（ナチュラ















普段から意識的に購入している製品／産品（複数回答） 人 ％ 
1  フェアトレード製品／産品 3 1.3  
2  環境に配慮している（エコな）製品／産品 16 7.0  
3  リサイクル製品／産品 10 4.4  
4  有機（オーガニック）製品／産品 6 2.6  
5  自然（ナチュラル）製品／産品 20 8.7  
6  健康に良い製品／産品 41 17.9  
7  国産の製品／産品 52 22.7  
8  地元（地場）の製品／産品 32 14.0  
9  産地直送の製品／産品 16 7.0  
10  障がい者の人たちが作った製品／産品 2 0.9  
11  その他 0 0.0  
12  特にない 31 13.5  













度は 11.7％（全国 14.8％）、認知度は 7.8％（全
国 6.5％）で、フェアトレード団体マークの方












(b)  =  認知度 
知名度
（a + b）
人 ％ 人 ％ 人 ％ ％ 
JASオーガニック 57 55.3 31 30.1 15 14.6 44.7 
フェアトレード認証ラベル 91 88.3 4 3.9 8 7.8 11.7 
フェアトレード団体マーク 87 84.5 12 11.7 4 3.9 15.5 
エコマーク 14 13.6 33 32.0 56 54.4 86.4 
 9.348.673.9829 CSM 10.7 
 9.459.343.1949 CSF 8.7 
レインフォレスト 91 88.3 9 8.7 3 2.9 11.7 
ウズ 100 97.1 1 1.0 2 1.9 2.9 













サービスを提供している企業 8 人 7.8％、従業





















１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
























46 44.7 18 17.5 11 10.7 7 6.8  9 8.7 








0 0.0 2 1.9 4 3.9 4 3.9  4 3.9 




0 0.0 3 2.9 4 3.9 9 8.7  11 10.7 
12 広く社会に貢献している企業 4 3.9 6 5.8 8 7.8 5 4.9  12 11.7 
13 情報公開に積極的な企業 1 1.0 4 3.9 8 7.8 12 11.7  5 4.9 
14 その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  0 0.0 
全体 103 100.0 103 100.0 103 100.0 103 100.0  103 100.0 
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答で尋ね、表 22 の通り回答を得た。17 の選択
肢の中で 1 位にしたのは、経済／景気の行方














象者 103 人全員に高い順に 5 つまで選択できる
ように単一回答で尋ね、表 23 の通り回答を得
た。17 の選択肢の中で 1 位にしたのは、家族




企業への環境や社会に関する行動（複数回答） 人 ％  
1 環境に配慮している企業の製品を意識的に購入した 43  28.9  








17  11.4  
5 社会貢献に熱心な企業の製品を意識的に購入した 22  14.8  
6 環境に配慮している企業の株ないしファンドを意識的に購入した 3  2.0  












5  3.4  
11 その他 14  9.4  




１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
1 政治のあり方 12 11.7 8 7.8 7 6.8 12 11.7  5 4.9 
2 経済／景気の行方 34 33.0 14 13.6 11 10.7 7 6.8  11 10.7 
3 雇用の問題 10 9.7 13 12.6 16 15.5 8 7.8  7 6.8 
4 国内の貧困／格差の問題 10 9.7 17 16.5 8 7.8 11 10.7  3 2.9 
5 社会的な倫理／モラルの問題 7 6.8 7 6.8 14 13.6 5 4.9  14 13.6 
6 社会保障の問題 3 2.9 10 9.7 10 9.7 13 12.6  8 7.8 




3 2.9 3 2.9 4 3.9 4 3.9  3 2.9 
9 地域／地元の環境問題 3 2.9 2 1.9 4 3.9 4 3.9  8 7.8 
10 地球規模の環境問題 5 4.9 6 5.8 3 2.9 7 6.8  6 5.8 




1 1.0 4 3.9 2 1.9 1 1.0  5 4.9 




2 1.9 4 3.9 2 1.9 3 2.9  6 5.8 
15 貿易をめぐる問題 0 0.0 0 0.0 1 1.0 1 1.0  1 1.0 
16 紛争やテロの問題 2 1.9 3 2.9 3 2.9 10 9.7  9 8.7 
17 その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  0 0.0 
全体 103 100.0 103 100.0 103 100.0 103 100.0  103 100.0 
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１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 
1 お金 17 16.5 7 6.8 12 11.7 8 7.8  12 11.7 
2 地位 0 0.0 3 2.9 1 1.0 2 1.9  0 0.0 
3 名誉 0 0.0 0 0.0 2 1.9 1 1.0  1 1.0 
4 仕事 1 1.0 3 2.9 1 1.0 7 6.8  4 3.9 
5 自然／環境 3 2.9 4 3.9 4 3.9 3 2.9  9 8.7 
6 社会的な絆／思いやり 2 1.9 4 3.9 4 3.9 6 5.8  6 5.8 
7 精神的な豊かさ 9 8.7 8 7.8 7 6.8 17 16.5  9 8.7 
8 安全／安心 10 9.7 6 5.8 16 15.5 11 10.7  8 7.8 
9 健康 17 16.5 23 22.3 18 17.5 8 7.8  8 7.8 
10 自分らしい生き方 4 3.9 8 7.8 6 5.8 10 9.7  8 7.8 
11 家族 28 27.2 15 14.6 10 9.7 6 5.8  7 6.8 
12 友人 1 1.0 4 3.9 4 3.9 2 1.9  4 3.9 
13 自由 1 1.0 2 1.9 5 4.9 5 4.9  8 7.8 
14 平等 0 0.0 3 2.9 3 2.9 6 5.8  5 4.9 
15 正義 0 0.0 2 1.9 0 0.0 0 0.0  2 1.9 
16 平和 10 9.7 11 10.7 10 9.7 11 10.7  12 11.7 
17 その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  0 0.0 














有効 54 人（52.4％）と合わせると 69 人（70.6％）
と 7 割を超える。逆にあまり有効でない 25 人
（24.3％）、有効でない 9 人（8.7％）を合わせ



















103 15 54 25  9 
100.0 14.6 52.4 24.3  8.7 
2 先進国政府による援助・協力 
103 29 58 10  6 
100.0 28.2 56.3 9.7  5.8 
3 国際機関による援助・協力 
103 32 51 12  8 
100.0 31.1 49.5 11.7  7.8 
4 NGO（市民団体）による援助・協力 
103 21 54 19  9 
100.0 20.4 52.4 18.4  8.7 
5 企業活動（投資、生産、技術移転等） 
103 20 60 15  8 






尋ね、表 25 の通り回答を得た。13 の選択肢の
中で 1 位にした回答者は、最も多かったのが食
糧や生活必需品の供与 23 人（22.3％）、次に教


















１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 








10 9.7 10 9.7 8 7.8 4 3.9  5 4.9 
4 技術の提供 16 15.5 23 22.3 16 15.5 16 15.5  7 6.8 
5 教育／研修の提供 22 21.4 19 18.4 19 18.4 17 16.5  10 9.7 




2 1.9 4 3.9 7 6.8 7 6.8  9 8.7 
8 自由な貿易の推進 0 0.0 1 1.0 4 3.9 2 1.9  4 3.9 
9 腐敗や汚職の根絶 5 4.9 5 4.9 4 3.9 10 9.7  7 6.8 
10 人権の擁護／確立 9 8.7 8 7.8 16 15.5 9 8.7  12 11.7 
11 債務の軽減／帳消し 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0  1 1.0 
12 紛争の解決／予防 8 7.8 11 10.7 8 7.8 13 12.6  14 13.6 
13 その他 1 1.0 1 1.0 1 1.0 1 1.0  2 1.9 
















１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 












5 4.9 3 2.9 5 4.9 12 11.7  5 4.9 


















10 9.7 4 3.9 14 13.6 11 10.7  13 12.6 
10 その他 3 2.9 3 2.9 3 2.9 4 3.9  4 3.9 























１位 ２位 ３位 ４位 ５位 
人 % 人 % 人 % 人 % 人 % 

























4 3.9 3 3.5 2 2.6 6 8.5  3 4.5 
8 その他の理由で、反対する 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.4  1 1.5 





























2 1.9 0 0.0 0 0.0 1 1.4  12 17.9 

































































































ド製品 / 産品」の関心が 3 人（1.3％）と他の「国





































用するのもよいが、2 年に 1 回の調査でこちら
の実施体制の問題があること、それなり費用が
発生するので、調査会社にお願いするには、予
算の確保が必須である。研究費や自己負担がむ
ずかしい場合、予算確保のために助成財団など
外部への申請をする必要があるのも今後課題と
なる。
最後に、宇都宮市だけでなくフェアトレード
を全国に浸透させていくためには、まだまだ時
間がかかり、今後も関係者の努力と忍耐が求め
られる。今後フェアトレードやフェアトレード
タウンの活動にとって重要なことは、その活動
の中で関係者が議論したり協議したりする途中
のプロセスを大切にすることであり、そのプロ
セスの中にこそ本当の学びがあるのではないだ
ろうか。つまり、フェアトレード意識の向上と
維持のためには、関係者や参加者がその活動の
中で常に学び続けることが求められる。その積
み重ねがフェアトレードに対する市民の信頼獲
得とその活動の質の向上につながっていくと確
信している。
なお、本調査には、「まちなか・せかいネッ
ト―とちぎ海外協力 NGO センター」の皆様、
渡辺龍也氏（東京経済大学）にご協力をいただ
いたことに感謝を申し上げます。
